
 

 

［３］研究開発単位Ⅲ「���������	
���」� �

（１）授業で資質向上プロジェクト�

� このプロジェクトは，中学高校の各授業の中で，本校の定める資質・能力を向上させ，未来

行路や �����国際塾での取組の基礎を作ることを目標としている。従って，今年度一部修正・

改良した「��	
�����
��	�����」を活用した授業がどれだけ行えるかが重要となる。さらに今

年度は，授業を通して「��	
�����
��	�����」で示す目標を達成できたかどうかの検証方法を

開発することを目標とした。�

（ア）�年間の取組�

月 事� � 業 

４月�  中高合同統一テーマの決定，研究開始 

Global Can-do Listを活用した授業の開始 

５月 教科テーマの決定および研究計画書提出 

アドバイザリースタッフの決定・委嘱 

Global Can-do Listを活用した授業の実践 

グローバル・スタディーズ通信第１号発行 

６月 Global Can-do Listに沿った授業の実践 

岡山操山中学校・高等学校教育研究会（英語）の開催 

７月 Global Can-do Listを活用した授業の実践 

８月 Global Can-do Listを活用した授業の実践 

９月 グローバル・スタディーズ通信第２号発行 

Global Can-do Listを活用した授業の実践 

中高合同研修会の実施（Chromebookの活用） 

10月 グローバル・スタディーズ通信第３号発行 

Global Can-do Listを活用した授業の実践 

11月 グローバル・スタディーズ通信第４～９号発行 

Global Can-do Listを活用した授業の実践 

岡山操山中学校・高等学校教育研究会の開催 

12月 Global Can-do Listを活用した授業の実践 

１月 Global Can-do Listを活用した授業の実践 

２月 Global Can-do Listを活用した授業の実践 

中高合同研修会の実施（Chromebookの活用） 

３月 GLOBAL� STUDIES総括会議 

研究紀要「操山論叢」発行 

�

（イ）中高の統一テーマの設定�

４月に，取組の目標となる中高の統一テーマを次のように設定して取り組んだ。�

�

�

�

グローバル・リーダーの育成に向けた取組 

～Global Can-do Listの活用と検証方法の開発～ 
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この統一テーマのもと，各教科が主体となって教科テーマを設定し，研究計画書に沿っ

てグローバル・リーダーの育成に取り組んだ。次の表は，各教科の教科テーマである。 

教� 科� 教� 科� 主� 題�

国語科� ����������	
����
�を活用した授業改善の取組�

地歴・公民・�

社会科�

グローバル・リーダーに必要な資質・能力を高める授業実践�

～� ����������－
����
�に応じた指導� ～�

数学科� 授業で育てる資質を踏まえた課題学習における教材開発�

理� 科� 効果的な仕掛けづくりとその検証法の開発�

保健体育科�
コミュニケーション能力と�

課題解決能力の向上を目指した表現活動の実践�

芸術科�

（音楽）�

新指導要領をふまえ，音楽活動を通した課題解決・コミュニケーション能

力を育成するための課題，指導法の研究�

英語科�
�����と����������	
����
�をベースに，�

言語活動を高度化させる指導法の研究�

技術・家庭科�

（技術）�
課題解決能力の向上を目指した製作活動の実践�

�

（ウ）アドバイザリースタッフによる研究�

教科「情報」を除く７つの教科でアドバイザリースタッフを大学や総合教育センターの

指導主事にアドバイザリースタッフ（全８名）を依頼し，� 年を通じて，授業改善に向け

た指導をしていただいた。�

教� 科 アドバイザリースタッフ 

国語科 ノートルダム清心女子大学文学部� 准教授� 伊木� � 洋 

地歴・公民・社会科 ノートルダム清心女子大学文学部� 教� 授� 河合� 保生 

数学科 岡山大学大学院教育学研究科� � � 教� 授� 岡崎� 正和 

理� 科 岡山大学大学院教育学研究科� � � 教� 授� 喜多� 雅一 

英語科 岡山大学大学院教育学研究科� � � 教� 授� 髙塚� 成信 

関西大学外国語学部� � � � � � � 教� 授� 今井� 裕之 

芸術科（音楽） 岡山県総合教育センター� � � � 指導主事� 大辻� 慎一郎 

�

（エ）研究計画書の作成�

� � � 各教科の取組が計画的な取組となるように，５月初旬に各教科が「研究計画書」を作成

し，�年間を通して計画的に取組めるようにした。�

（オ）中高合同研修会の開催�

○� 月 �� 日～�� 月 � 日に，中高の教員が参加する中高合同研修会（講義およびワーク

ショップ）を「����������の使い方」をテーマに行った。�

講師：高校� 教頭� 森� 泰三� � � 教諭� 小池� 毅� �

� � � ○�月 �日に，中高の教員並びに外部にも呼びかけ，次の内容で，公開授業・研究協議�

を行った。�
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� � ・５限� �公開授業①� 図書館� 高校２年（現代文）教� 諭� � 平野� 優�

・６限� �公開授業②� 図書館��高校２年（古文）� 教� 諭� � 遠藤� 摂夫�

� � � ・７限� �研究協議� � 図書館（１号館３階）�

①���������	導入の経緯� � ②本日の授業説明� � ③質疑・応答�

④研究協議：「学校教育における ���������	活用の可能性」�

（カ）「岡山操山中学校・高等学校教育研究会」の開催�

取組の成果を公表する場として，� 

月を中心として６つの教科が中高の授業を校内外

に公開した。校外からは中学・高校の教員など合計 �� 名（アドバイザリースタッフを含

む）の参加があった。この研究会の開催により研究成果を外部に発信できたばかりでなく，

外部参加者を含んだ研究協議により，新たな課題を発見すると共に貴重なアドバイスを多

数いただくことができた。また，この公開授業に向け，アドバイザリースタッフから指導

案の作成に関し，多くのご助言をいただいたが，研究協議の場でも実際の授業を拝見して

の感想や改善点などご指摘をいただき，研究を深めることができた。�

 

教科 実施日 中学校授業者（学年・教科） 高校授業者（学年・教科） 

国語科 
１０月３１日 

（木） 

坪井� 晶広 

（１年・国語） 

武田� みちの 

（２年・現代文） 

地歴・公民・

社会科 

１１月２５日 

（月） 

阿部� 泰久 

（２年・社会） 

安藤� 嶺 

（２年・地理 B） 

数学科 
１１月２５日 

（月） 

尾川� 晃平・奥村� 剛士 

（３年・数学） 

岡崎� 信雄 

（１年・数学 A） 

理� 科 
１０月８日 

（火） 

塩飽� 修身�

（３年・理科） 

加門� 卓弥 

（３年・化学） 

芸術科 

（音楽） 

１１月１９日 

（火） 

斎藤� 美保�

（１年・音楽）  

佐藤� 量太郎 

（高校１年・音楽Ⅰ） 

英語科 

６月２５日 

（月） 
＿ 

山本� 浩史 

（３年・コミュニケーシ

ョン英語Ⅲ） 

１１月２５日 

（月） 

矢吹� 仁志 

（３年・英語） 

杉山� 良介�

（１年・コミュニケー

ション英語Ⅰ）�
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（キ）研究紀要「操山論叢」の発行�

今年度，中高の統一テーマのもと，� 年をかけて研究・実践を行ってきた。その成果発

表の場として操山中高教育研究会を行ったが，本校の取組を見ていただけるのは参加者に

限られる。そこで，本校の取組を広く知ってもらい，各学校の取組の参考にしてもらうた

め，７つの教科の �年間の研究の成果を研究紀要「操山論叢」にまとめ，年度末には県内

の教育機関（岡山市内の中学校，県下の高等学校など）に配付する予定である。��

�

国語� �
数学�

�
芸術（音楽）� �

外国語�

理科�� 地歴・公民�
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（２）英語力向上プロジェクト�
（ア）SACLAの改訂と GCLの活用 

� � � 年度当初に到達度目標を確認し，目指す生徒像を共有すると共に，各年次での取組を明

確にした。�

（イ）教科会議(B-up! )を通した協議と情報共有 

� � � 今年度も，週 �回（月曜３限）の中高合同の会議を行いながら，全体で「目指す生徒像」

や，それぞれの学年における情報と課題を共有し，６月の公開授業（中高）までに SACLA，

Global Can-do Listの改訂を行った。 

� � � また，「CLIL(Content and Language Integrated Learning)」の視点をもった授業展開

を議論し，他教科との TTをこの会議で計画し，「深さ」を求めた取組に発展性を持たせる

取組を行った。 

（ウ）「目指す生徒像と Global Can-do List」 

� � � 自己評価（Achievement Check）の時間を全学年で設け，SACLAのスキルトレーニン

グと GCL の資質を伸ばすアプローチをバランス良く組み合わせ，継続的に学習者と授業

者の PDCAを確立させていくことを目指した。 

（エ）授業実践と公開授業 

①「第１回 SOZAN GLOBAL STUDIES」公開授業（教育研究会）：資料 [1] 

６月 ��日（火）に第１回の研究会を開催した。�

� � � 高３『コミュニケーション英語Ⅲ』の授業において，レッスン終了後の自己評価の時間

（アチーブメント・チェック）の時間を公開した。レッスンで学んだ内容を基に，統合技

能の到達度と資質面の到達度をその場でタスクを与え，どれくらい英語を運用できるかに

ついてアチーブメント・チェック・シートを使って自己評価する。さらに，自由記述によ

り学習や話題に対しての振り返りをさせることで，英語の学習にどのような効果が現れて

いるかを授業と研究協議とのセットで考える場を設定した。 

� � � アドバイザリースタッフの先生方から，生徒へのフィードバックの不足，連続性のない

活動などを指摘されたが，自己評価をしながら学習調整を行う手法については高く評価さ

れた。さらなる授業改善に向けた期待と，今後の方向性に向けた課題について，有益なフ

ィードバックを受けることができた。 

②「第２回 SOZAN GLOBAL STUDIES」公開授業（教育研究会）：資料�[2] [3] 

� � � 11月 25日（月）には，中高における今年度の取り組みの成果発表として教育研究会を

開催し，公開授業を高校１年生（コミュニケーション英語Ⅰ）と，中学校３年生（英語）

で行った。 

� � � 高１では，『コミュニケーション英語Ⅰ』の教科書において， その内容でタスクリーデ

ィングを行いながら，ペア活動を行った。本文の内容を読んだり，授業者の英語による説

明を聞いたり，スライドを見ながら理解を深め，ペアワークを間に挟みながら言語活動を

取り入れ，内容と言語の内在化を図り，最終的にストーリー・リテリングにつなげる展開

であった。 

アドバイザリースタッフの先生方からは，生徒に「足場かけ」が多すぎて，自ら自身の

言語材料を使ってチャレンジする場面がなく，負荷がかからない活動が多かったとの指摘
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を受けたが，授業者の communicativeな英語によるアプローチで，良質なインプットが保

障されているとの評価をいただいた。 

� � � 中３の授業では，「学校の掃除」をテーマに，自分たちの考えをディスカッション形式で

やりとりを行った。場面描写で本時の話題について興味付けを行い，ALT や JTE の考え

を読み，意見の述べ方や説得力のある表現などをインプットした後，生徒同士活動しなが

らブレーン・ストーミングを行い，自分たちの考えをまとめた。クリエイティブな発想を

披露する生徒や豊富な語彙を駆使して自分の意見に説得力をもたせる生徒もおり，非常に

活発な授業を展開していた。 

� � � アドバイザリースタッフの先生方からは，「生徒は structure を重視した発話が多かっ

た。大切なのは内容であり，形ではない。グループ内の意見を１つにまとめるのではなく

賛成・反対両者の意見をそれぞれグループ内でまとめる方が，より学びも深いのではない

か」とのご指摘をいただくと同時に，良く構成された授業展開であり，インプットも豊富

で，生徒も学べる部分が非常に多かった授業であったとの評価もいただいた。 

� � ③「第３回 SOZAN GLOBAL STUDIES」研究授業（校内研修） 

� � � ２月１７日（月）には今年度の最後として校内研修を予定している。�

� � ここ数年，内容と言語を統合したアプローチの研究を続けており，今年度実験的に中学校

において，理科と英語の教員による ��を行い，通常の英語の授業で，いかに深い内容に迫

れるかきっかけにしていきたい。また，他教科とのコラボの可能性も模索していく機会に

したいと考えている。 

④共有と普及の取組�

� � � 今年度も情報共有や発表などの機会を昨年度に続き得ることができた。 

○「日本教育新聞」による英語科の取組の紹介：５月 

� � � � � 実践事例の紹介として，日頃行っている活動とそのねらいが紙面上で紹介された。

本校の Global Can-do List，SACLAならびに Achievement Check Sheetを用いた指

導と評価の一体化に向けた授業改善の取り組みが具体的に紹介され 

⑤Achievement Check Sheetを活用したＰＤＣＡの確立とその効果 

� � � 昨年度，生徒の自由記述に注目し �������	�
������
������を変更し，１時間で自己評

価を行えるよう改善した。今年度は，引き続き生徒の自由記述に焦点をあて，高校３年間

で生徒がどのように変容し，����の技能評価との関連性にも注目しながら授業改善への次

のステップにつなげていきたい。�

�

（オ）生徒の変容：GCLの自由記述とその分析と GTECスコア 

①生徒 A 

１年生：「自分の考えを身振りや手振りを使いながら表現することができた」 

２年生：「グループの中に実際に Ashuraを見に行った人がいて，より良い話し合いがで

きたと思う。今までの Lessonと関連付けて思考することも大切だと思った」 

３年生：「すべての意見交換を英語で行うことができた。また，自分の意見を伝え， 

その上でグループの意見をまとめて発表することができた。 
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分� 析：１年生では単純に自分のパフォーマンスを振り返っていた（スキル）。２年生で
は他者の意見をもとにグループワークが成立したことに触れている。（やりと

り）また，レッスンの話題だけにとどまらず，それが普遍性をもった大きなテ

ーマにつながっていることへの気づきにつながっている（興味）。３年生ではグ

ループのまとめ役としてリーダーシップを発揮しようとしていることが読み

取れる（やりとり）。 

１年生 R: 179  L: 194  W: 235  

２年生 R: 212  L: 220  W: 252 

３年生 R: 203  L: 203  W: 282  S: 237 

②生徒 B 

１年生：「感情を説明するのは日本語でも難しいと思った」 

２年生：「みんなの意見を Shadowingすると理解しやすくなった」 

３年生：「今日は何かいつもよりできた気がする」 

分� 析：１年生では自分の言語学習に対する課題を感想として述べている（学習方法）。
２年生ではどうすれば他者の意見を理解することができるかという課題に対

して自分なりの解決策を見出すとともに（課題解決），グループでのやりとりに

目を向けるようになっている（やりとり）。３年生では自分のパフォーマンスに

関する感想に逆戻りしている（スキル）。 

１年生 R: 172  L: 233  W: 190 

２年生 R: 166  L: 247  W: 207 

３年生 R: 180  L: 213  W: 208  S: 260 

③生徒 C 

１年生：「グループの意見をなかなかうまくまとめることができなかった。もともと

summaryが苦手で，力を入れてきたつもりだったが，あまり生かせられなかっ

たのが残念だ」 

２年生：「注目したのは Ashuraという一つの作品かもしれないけど，そこから国際的な

かかわりや自国の文化に対する誇りについて学ぶことができた」 

３年生：（記録なし） 

分� 析：１年生では自分の学習課題について取り組んでいるが，まだ成果を感じておら
ず，テキスト本文の内容理解で精いっぱいであることがうかがえる（スキル・

興味・関心）。２年生ではその理解を超えて関連テーマへの紐づけや興味の広が

りを振り返りの中で表現している（興味・関心）。」 

１年生 R: 190  L: 221  W: 227 

２年生 R: 202  L: 211  W: 188 

３年生 R: 211  L: 275  W: 285  S: 283 

④生徒 D 

１年生：「だいぶ自分の言葉で話せるようになってきた。ただ，自分でしっかり考えない

といけないことはまだ英語でつたえることはむずかしい」 

２年生：「言語について考えることができた。もう少し自分の意見だけでなく，相手の意
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見を引き出せるような質問やコミュニケーションをしたい」 

３年生：「活発に意見交換ができてよかった。人によって意見が１８０°違ったのでグル

ープの意見としてどうまとめるかが大変だった。 

分� 析：１年生では自分のパフォーマンスが第一の課題であり，自分の考えを自分の英

語で伝えることの難しさを述べている（スキル）。２年生ではテーマに対する深

い理解を示すとともに，自分の意見にとどまらず，他者とのやり取りを自分が

中心になって行おうとするグループの中での「リーダーシップ」をほのめかす

記述である（興味・関心，やりとり）。３年生では２年生での反省が活かされ，

どのように意見をまとめていくかチャレンジしたあとが読み取れる。（興味・関

心，やりとり） 

１年生 R: 190  L: 210  W: 242 

２年生� R: 198  L: 237  W: 240 

３年生� R: 211  L: 270  W: 236  S: 296 

⑤これらのことからわかること： 

・言語自体，内容，他者の意見などに興味・関心の高い生徒はスキルの上昇が見られる。 

・他者とのやりとりが中心となっている生徒はスキルの停滞が見られる。 

・「課題解決能力」「コミュニケーション能力」「リーダーシップ」は自己評価シートに反映

させる必要はなく，振り返りの自由記述に自然と現れる。 

・「幅広く深い教養」と「社会貢献の意識」でのやりとりを通して，話題やテーマに対する

理解が深くなると同時に，他のテーマとの関連性や紐づけに役立っている。 

・インプットの質が生徒のスキル向上の直接的な影響を与える。 

・即興性を見据えたアウトプットを目標に据えたインプットを心がけることで，表現語彙

の向上につながる。→授業改善につながる。 

 

（カ）外部評価������による検証�

� � � 本校では毎年外部指標を使って指導の検証を行っている。高校３年生は６月，１・２年

生は１２月に実施している。今年度は全学年での４技能での評価を行うことができる。�

� �
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１・２年のデータは結果待ちであるが，６月に実施した３年の結果ではかなりの伸びを

確認することができた。�� 以上のレベルにある生徒が確実に増加しており，�������，

	
��
���での伸びが顕著である。初見の素材に柔軟に対応できる力をつけることで，さら

に全体のレベルアップが期待できる。� �

○���������現３年生�

１年次：����������→２年次：����������→３年次：���������（高３全国平均２０３）�

○
��
�����現３年生�

２年次：����������→３年次：����������（高３全国平均２００）�

�

（キ）まとめ�

  � � これまでの蓄積から，これから目指す方向が間違いではないことを確認することができ

た。内容と言語を統合したアプローチを英語科で研究を進めていき，英語科内での授業改

善だけでなく，他の教科との関連性を模索し，次期学習指導要領につながる取組を継続さ

せていきたい。�

①新しい Achievement Check Sheet をどのタイミングからはじめるかを見定め，その効

果を検証する 

� � � １年次のある時期から，技能の伸びはＭＡＸの自己評価が増えてくるため，ある時期ま

で SACLA を中心とした自己評価を行い，その後 GCL の自己評価に切り替えるなど，方

策を考える。 

②次期指導要領にむけた新たなＧＣＬづくりに着手する 

� � � 基本的な到達度目標は変えずに，ＧＣＬの哲学を残したままママイナーチェンジを考え

ていく。 

③即興性の獲得とより深い Reading / Listening をベースにしたより高い表現語彙の獲得

させる指導法を考える。 

� � � 深い内容でのやりとりを実現するための指導法を考える。 
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【補足資料����：６月教育研究会（高３）】�

 

スライド資料：Dictogloss� � � � � � � � � � スライド資料：Summary 
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スライド資料：Story-retelling� � � � � スライド資料：Sharing information 

 

 

スライド資料：Sharing interest� � � � �  

 

スライド資料：Discussion(Group Work) 
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【補足資料����：��月教育研究会（高 �）】�
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ワークシート 
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【補足資料����：��月教育研究会（中３）】�

�
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